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そのとき、ガリラヤのカナでこんれいがあって、イエスのははがそこにいた。イエスもそのでしたちもこんれ

いにまねかれていた。ぶどうしゅがたりなくなったので、ははがイエスに、「ぶどうしゅがなくなりました」と

いった。イエスはははにいわれた。「ふじんよ、わたしとどんなかかわりがあるのです。わたしのときはまだ

きていません。」しかし、はははめしつかいたちに「このひとがなにかいいつけたら、そのとおりにしてくださ

い。」といった。そこには、ユダヤじんがきよめにもちいるいしのみずがめが６つおいてあった。いずれも２な

いし３メトレテスいりのものである。 

イエスが「みずがめにみずをいっぱいいれなさい」といわれると、めしつかいたちはかめのふちまでみずを

みたした。ｲｴｽは「さあ、それをくんでえんかいのせわやくのところへもっていきなさい」といわれた。めしつ

かいたちははこんでいった。せわやくはぶどうしゅにかわったみずのあじみをした。このぶどうしゅがどこ

からきたのか、みずをくんだめしつかいたちはしっていたが、せわやくがしらなかったので、はなむこをよん

で、いった。「だれでもはじめによいぶどうしゅをだし、よいがまわったころにおとったものをだすのです

が、あなたはよいぶどうしゅをいままでとっておかれました。」イエスは、このさいしょのしるしをガリラヤの

カナでおこなって、そのえいこうをあらわされた。それで、でしたちはイエスをしんじた。 

 

クリスマスがおわって、きょうのにちようびはねんかんのだい２のにちようびにはいりました。ふくいん

をよめばとてもわかりやすいはなしでしたね。 

イエスさまがさいしょにおこなったきせき（しるし）のことをかいてあります。イエスさまは３０さいにな

って、かみさまのやさしさをくにじゅうをまわってしらせはじめたところでした。１２にんのでしもいっし

ょにガリラヤのカナでおこなったけっこんしにに、まねかれて、マリアさまもそこにおられました。 

けっこんしにいったことがあるひとはわかるとおもいます。ごちそうがでて、のみものもいろいろあっ

て、おさけもでます。イエスさまのくにでは、ぶどうしゅはドンドンのみます。ところがパーテイのとうち

ゅうで、いちばんにぎゃかなときに、マリアさまがとてもこまったことがあこっているとわかりました。そ

れは、ぶどうしゅがなくなっていることでした。マリアさまはイエスさまにそうだんすると、かんけいのな

いようなたいどのイエスさまでしたが、イエスさまは６っつのみずがめのおみずをおいしいぶどうしゅ

にかえてしまいました。けっこんしきのせわやくをしていたひとが、びっくりして、はなむこをほめました。

そのぶどうしゅが「どこから」きたのか、そのことをしっているのは、イエスさまにしじされためしつかい

とマリアさまだけでした。おかあさまのマリアさまがねがったとおりごじぶんのちからでみずがめのみ

ずをすごくおいしいぶどうしゅにかえられました。 

わたしたちがきづかないところや、みえないところで、おめぐみをあたえてくださっています。いしきし

て、かんしゃできたらいいですね。 

 



かみさまはいつもよいものをあたえてくださっています。たべもの、のみもの、きるもの、すむいえ、お 

ともだち、かぞく、わたしたちのまわりにあるものはすべてかみさまがくださったものです。きづいてい

ますか。マリアさまのようにイエスさまのやさしさをしんじて、おねがいをするとよろこんで１ばんよい

ものをあたえてくださるので、イエスさまに「ありがとう」といいましょうね。 

ぬりえ 

     


